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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 



－ i － ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ

＜参考＞

１．国際勧告等との関連

　本標準は、１９９３年３月の世界電気通信標準化会議（ＷＴＳＣ－９３）において承認されたＩＴＵ－

Ｔ勧告Ｉ．４３１に準拠したものである。

２．本標準の適用

　本標準は、国際ＩＳＤＮ網の２Mbit/s 一次群速度インタフェースを利用する直接加入者のみに適用され

る。国際ＩＳＤＮ網の 1.5Mbit/s 一次群速度インタフェースを利用する直接加入者及び国内ＩＳＤＮ網の一

次群速度インタフェース加入者に対しては、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１が適用される。また、国内ＩＳＤ

Ｎ網の一次群速度インタフェース加入者が国際接続する場合においても、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１のみ

が適用される。

３．上記国際勧告等に対する追加項目等

　 (1) 　本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、以下の項目についての記述を削除している。

     (a)　物理速度　１５４４kbit/s を有するインタフェースに関すること

　　 (b)　ユーザ・網インタフェースを介してＴＥからＮＴへ給電するオプションに関すること

　　 (c)　インタフェースの配線における同軸ケーブルの利用に関すること

　　 (d)　ディジタルリンク内でＣＲＣ処理を行わない場合のオプションに関すること

　上記項目のうち (a)については、ＪＴ－Ｉ４３１で標準化されていることによる。 (b)については、ＴＴ

Ｃとしては採用しないことに合意されたことによる。 (c)については、ＩＴＵ－Ｔにおいても平衡ケーブル

が望ましいことを謳っており、ＴＴＣとしても同軸ケーブルを採用しないことで合意されたことによる。

(d)については、ＴＴＣとしては採用しないことに合意されたことによる。

　 (2)　本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、以下の項目を追加している。

　　 (a)　１５章　給　電

　　 (b)　１６章　電気的外環境条件

　上記項目のうち (a)については、ＮＴからＴＥへ給電しないことがＩＴＵ－Ｔ勧告では規定されていない

が、明確化をはかるため追加記述している。 (b)については、インタフェースにおける雷サージの規定・ア

ース系を含めた構成等電気的外環境条件は、安全性の観点からこれを規定する必要があると判断し追加し

た。しかし本件については現在ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ５及び国内の研究会において検討中であるため本標準に

おいては継続検討課題とする。
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４．改版の履歴 
 

 版  数 発  行  日 改    版    内    容 

 第１版 昭和６３年１１月３０日 制  定 

 

 

第２版 

 

平成  ２年  ４月２５日 

 

１９８８年版Ｉ．４３１の反映及び１９９０年

１月会合における標準作業進捗に伴う変更 

 

 

第３版 平成  ５年  ４月２７日 １９９３年３月ＷＴＳＣ－９３における標準作

業進捗に伴う変更 

 第４版 １９９７年 ４月２３日 妨害波規定は別途規定のため、本標準より削除。

 

５．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

６．その他 
  (1) 継続検討課題としては以下の項目がある。 

   (a) 電気的外環境条件（１６章） 

   (c) タイムスロット０におけるＳａビットの使用法 

  (2) 参照している勧告・標準等 

       Ｔ Ｔ Ｃ 標 準 ：ＪＴ－Ｉ４１１、ＪＴ－Ｉ４３１、ＪＴ－Ｑ９２０、ＪＴ－Ｑ９２１、 

   ＪＴ－Ｑ９３１ 

       ＩＴＵ－Ｔ勧告 ：Ｉ．４３１、Ｉ．６０４、Ｇ．７０４、Ｇ．７０６、Ｇ．８１１、Ｇ．８２１、 

    Ｇ．８２３、Ｏ．９、Ｏ．１２１、Ｏ．１７１ 

       国 際 規 格 ：ＩＳ１０１７３ 

  (3)  第 3 版まで本標準の付録（標準の対象外）に記述されていた妨害波規定は、第 4 版において削除し

た。 

   妨害波規定に関しては、ＴＴＣ技術書、ＴＴＣ標準を別途制定するので参照されたい。 

 

 



ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ

目        次

１．本標準の適用および規定範囲 ･･････････････････････････････････････････････････････････････ 1

1.1　適　用････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 1

1.2　規定範囲･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 1

２．接続構成 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 1

2.1　ポイント・ポイント････････････････････････････････････････････････････････････････････ 1

2.2　インタフェースの位置･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 2

３．機能特性 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 2

3.1　機能概要（レイヤ１）･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 2

3.2　相互接続回路･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 3

3.3　起動／停止････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 3

3.4　運用機能･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 3

3.4.1　インタフェースにおける信号の定義 ･･････････････････････････････････････････････････ 4

3.4.1.1　インタフェースでの信号の定義･･･････････････････････････････････････････････････ 4

3.4.1.2　信号検出アルゴリズム･･･････････････････････････････････････････････････････････ 4

3.4.2　網側とユーザ側での状態遷移表における定義 ･･････････････････････････････････････････ 5

3.4.3　インタフェースのユーザ側におけるレイヤ１の状態 ････････････････････････････････････ 6

3.4.4　インタフェースの網側におけるレイヤ１の状態 ････････････････････････････････････････ 7

3.4.5　プリミティブの定義 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 8

3.4.6　状態遷移表 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 8

４．電気的特性 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 11

５．フレーム構成 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 11

5.1　１タイムスロット当たりのビット数･････････････････････････････････････････････････････ 11

5.2　１フレーム当たりのタイムスロット数･･･････････････････････････････････････････････････ 11

5.3　タイムスロット０におけるビット割当･･･････････････････････････････････････････････････ 11

5.4　タイムスロット割当･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 11

5.4.1　フレーム同期信号 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 11

5.4.2　Ｄチャネル ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 11

5.4.3　ＢチャネルとＨチャネル ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 11

5.4.4　ＢＳＩ ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 11

６．タイミングの考慮 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 12

７．ジッタ ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 12

7.1　一般的考察･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 12

7.2　ＴＥにおける許容入力ジッタおよびワンダ･･･････････････････････････････････････････････ 13

7.3　ＴＥおよびＮＴ２出力ジッタ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 13

7.3.1　１つのユーザ・網インタフェースのみで接続されるＴＥおよびＮＴ２ ･･･････････････････ 13

7.3.2　同一網に対して、複数のユーザ・網インタフェースで接続されるＴＥ ･･･････････････････ 14

８．許容縦方向電圧 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 16

９．出力信号の平衡度 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 17

10. アースに対するインピーダンス････････････････････････････････････････････････････････････ 17

11. インタフェース手順･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 17

11.1　空きチャネル及び空きタイムスロットの符号････････････････････････････････････････････ 17



ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ

11.2　フレーム間（レイヤ２）のタイムフィル････････････････････････････････････････････････ 17

11.3　フレーム同期とＣＲＣ－４手順････････････････････････････････････････････････････････ 17

12. インタフェースにおける保守･･････････････････････････････････････････････････････････････ 17

12.1  ＣＲＣ手順の使用････････････････････････････････････････････････････････････････････ 18

12.1.1　序　論 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 18

12.1.2　ユーザから見た加入者アクセスにおけるＣＲＣ機能の位置 ････････････････････････････ 19

12.2  保守機能････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 19

12.2.1　一般的要求 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 19

12.2.2　ユーザ側での保守機能 ････････････････････････････････････････････････････････････ 19

12.2.2.1　異常および障害の検出･････････････････････････････････････････････････････････ 19

12.2.2.2  障害表示信号の検出･･･････････････････････････････････････････････････････････ 20

12.2.2.3　検出後の動作･････････････････････････････････････････････････････････････････ 20

12.2.3　網側での保守機能 ････････････････････････････････････････････････････････････････ 21

12.2.3.1  障害検出･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 21

12.2.3.2  障害表示信号の検出･･･････････････････････････････････････････････････････････ 21

12.2.3.3  検出後の動作･････････････････････････････････････････････････････････････････ 21

13. コネクタ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 23

14. インタフェースの配線････････････････････････････････････････････････････････････････････ 23

15. 給　電･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 23

16. 電気的外環境条件････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 23

付録Ⅰ：Ｈ０チャネルのみを持つインタフェース上のタイムスロット割当 ･････････････････････････ 24

付録Ⅱ：Ｈ１１チャネルを持つインタフェース上のタイムスロット割当 ･･･････････････････････････ 25



－ 1 － ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ

１．本標準の適用および規定範囲

1.1　適　用

　本標準は、国際ＩＳＤＮ網の２Mbit/s 一次群速度インタフェースを利用する直接加入者のみに適用され

る。国際ＩＳＤＮ網の 1.5Mbit/s 一次群速度インタフェースを利用する直接加入者及び国内ＩＳＤＮ網の一

次群速度インタフェース加入者に対しては、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１が適用される。また、国内ＩＳＤ

Ｎ網の一次群速度インタフェース加入者が国際接続する場合においても、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１のみ

が適用される。

1.2　規定範囲

　本標準はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．４１１で定義される２０４８kbit/s 一次群速度ユーザ・網インタフェース構

造のＳ又はＴ参照点に適用するユーザ・網インタフェースのレイヤ１特性を規定する。インタフェースの

参照構成は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．４１１に定義されており、図１－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂに再掲する。

　本標準では特に断わらない限り、機能群ＮＴ１、ＮＴ２などの網終端のレイヤ１を表すのに「ＮＴ」な

る語を用い、ＴＥ１、ＴＡ、ＮＴ２などの端末側終端のレイヤ１を表すのに「ＴＥ」なる語を用いる。

                                             Ｓ                 Ｔ                 伝送路

  

                           Ｒ                Ｓ

図１－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース参照構成

                    (ITU-T I.411)

２．接続構成

　接続構成は、そのインタフェースのレイヤ１特性にのみ適用され、高位レイヤの動作モードに対して、

いかなる制約も加えるものではない。

2.1　ポイント・ポイント

　一次群速度アクセスは、ポイント・ポイント構成のみサポートする。

　レイヤ１でのポイント・ポイント構成とは、各方向で１つの送信部と１つの受信部のみが、そのインタ

フェースで接続されることを意味する。ポイント・ポイント構成でのインタフェース線の最長距離は、送

受信されたパルスの電気的特性や相互接続ケーブルのタイプの仕様により制限される。これらの特性は本

ＮＴ１ＮＴ２ＴＥ１

ＴＡ

参照点

機能群

(1)

(2) ＴＥ２
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標準の４章で定義される。

2.2　インタフェースの位置

　電気的特性（本標準の４章参照）は、図２－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂに示されるＩａ点及びＩｂ点に適

用される。

                                  Ia                   Ib

                               （注）               （注）

            注　Ｉａ及びＩｂは、ＴＥ／ＮＴの入出力ポートに位置する。

図２－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　インタフェースの位置

                              (ITU-T I.431)

　ここで使用されるＴＥ及びＮＴに対応する機能群の例は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１の 2.3 節にある。

３．機能特性

3.1　機能概要（レイヤ１）

ＴＥ ＮＴ

Ｂ，Ｈ０，もしくはＨ１チャネル Ｂ，Ｈ０，もしくはＨ１チャネル

１Ｄチャネル  ６４kbit/s １Ｄチャネル  ６４kbit/s

ビットタイミング ビットタイミング

オクテットタイミング オクテットタイミング

フレーム同期 フレーム同期

保  守 保  守

ＣＲＣ手順 ＣＲＣ手順

図３－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　機能特性

Ｂチャネル

　この機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１で定義される６４kbit/s のビットレートを持つ複数の独立したＢ

チャネルの双方向伝送を提供する。

Ｈ０チャネル

　この機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１で定義される３８４kbit/s のビットレートを持つ複数の独立した

Ｈ０チャネルの双方向伝送を提供する。

Ｈ１チャネル

　この機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１で定義される１５３６kbit/s（Ｈ１１チャネル）またはＩＴＵ－

Ｔ勧告Ｉ．４１２で定義される１９２０kbit/s（Ｈ１２チャネル）のビットレートを持つ１つのＨ１チャネ

ルの双方向伝送を提供する。

Ｄチャネル

ＮＴＴＥ
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　この機能は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１で定義される６４kbit/s のビットレートを持つ１つのＤチャネル

の双方向伝送を提供する。

ビットタイミング

　この機能は、ＴＥやＮＴが多重化ビット列から情報を取り出すためのビット（信号エレメント）タイミ

ングを提供する。

オクテットタイミング

　この機能は、ＰＣＭ音声コーデックや要求された他のタイミングのためにオクテット構造を可能にする

ことを目的として、ＴＥやＮＴに対して８kHz タイミングを提供する。

フレーム同期

　この機能は、ＴＥやＮＴが時分割多重チャネルを復元するための情報を提供する。

保　守

　この機能は、インタフェースの適用又は異常状態に関した情報を提供する。一次群速度ユーザ・アクセ

スでの網参照構成における保守用ループ設定位置については、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０４で与えられる。

ＣＲＣ（巡回冗長検査）手順

　この機能は、フレーミングの誤りに対する保護とインタフェースの符号誤り特性の監視とを提供する。

3.2　相互接続回路

　２つの（１方向につき１つの）相互接続回路は、ディジタル信号の伝送に使用される。保守機能の一部

を除く上記のすべての機能は、２つの（１方向につき１つの）合成されたディジタル信号で結合される。

　平衡ケーブルの場合、ディジタル信号を伝送する各々の２本の線は逆接続ができる。

3.3　起動／停止

一次群速度ユーザ・網インタフェースは、常時起動状態にあり、起動／停止の手順はインタフェースに

は適用されない。しかしながら、レイヤ１の伝送能力をレイヤ２へ示すために、同じプリミティブのセッ

トがＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０で定義されるように用いられる。これは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２０とＪ

Ｔ－Ｑ９２１（本標準 3.4.5 節参照）で定義されるように、レイヤ１／２インタフェースの独特のアプリケ

ーションを満たしているプリミティブＰＨ－起動要求、ＭＰＨ－停止要求、ＭＰＨ－停止表示、ＭＰＨ－

情報表示は、この起動／停止アプリケーションのために要求されるものではない。従って、それらは本標

準内では用いられない。

3.4　運用機能

　本節では、「網側」という語は、以下のいずれかの意味を示すために使用される。

　－Ｔ参照点でのインタフェースの場合、ＮＴ１、ＬＴ及びＥＴ機能群を意味する。

　－Ｓ参照点でのインタフェースの場合、ＮＴ２機能群の関連する部分を意味する。

　「ユーザ側」とはＴＥ１、ＴＡ及びＮＴ２機能群のレイヤ１を終端する端末を示すために使用される。
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3.4.1　インタフェースにおける信号の定義

　表３－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂは正常及び異常状態下の網側とユーザ側間で交換される信号を示す。

表３－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　正常及び異常状態下の網側とユーザ側間の信号

　　               (ITU-T I.431)

名        称 信                  号

正常動作フレーム 以下を満たす動作フレーム

  －  関連するＣＲＣを含む

  －  ＣＲＣエラー情報を含む

  －  障害表示を含まない

ＲＡＩ 以下を満たす動作フレーム

  －  関連するＣＲＣを含む

  －  ＣＲＣエラー情報を含む

  －  対局警報表示を含む（3.4.1.1 節参照）

ＬＯＳ 受信信号なし（信号の消失）

ＡＩＳ 連続する「１」（3.4.1.1 節  参照）

ＣＲＣエラー情報 受信したＣＲＣブロックにエラーがあった場合、ＩＴＵ－Ｔ

勧告Ｇ．７０４表４ｂのＥビットに「０」を設定

3.4.1.1　インタフェースでの信号の定義

ＲＡＩ（対局警報表示）

　ＲＡＩ（対局警報表示）信号は、ユーザ・網インタフェースでのレイヤ１能力の消失を示す。ＲＡＩは、

レイヤ１能力がユーザ側で失われると網側へ伝わり、レイヤ１能力が網側で失われるとユーザ側へ伝わる。

　ＲＡＩは、Ａビット、すなわち、フレーム同期信号を含まない動作フレームのタイムスロット０のビッ

ト３として規定される。（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０４表４ｂ参照）

　ＲＡＩあり：Ａビットを２進「１」に設定する。

　ＲＡＩなし：Ａビットを２進「０」に設定する。

ＡＩＳ（警報表示信号）

　ＡＩＳ（警報表示信号）は、ユーザ・網インタフェースの網側で、ＥＴからＴＥ方向でのレイヤ１能力

の消失を示すために使用される。ＡＩＳの特徴の１つは、その存在によりＴＥに供給されているクロック

が網クロックでないかもしれないということを示している点である。ＡＩＳは、フレームなしの２進オー

ル「１」として規定される。

ＣＲＣ（巡回冗長検査）エラー報告

　動作フレームにおけるＥビットが使用される。（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０４表４ｂ参照）

3.4.1.2　信号検出アルゴリズム

正常動作フレーム

　検出アルゴリズムはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０６の 4.1.2 節及び 4.2 節に従う。
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フレーム同期外れ

　検出アルゴリズムはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０６の 4.1.1 節に従う。

ＲＡＩ（対局警報表示）

　ＲＡＩは、以下の２つの状態が生じた場合に検出される：

　－フレーム同期確立状態

－２進「１」を含むＡビットの受信

ＬＯＳ（入力断）

　装置は、入力信号振幅が少なくとも継続する１ｍｓ間に公称振幅より２０ｄＢ以上低くなった時、入力

断と判断する。

ＡＩＳ（警報表示信号）

　ＡＩＳは、以下の２つの状態が生じた場合に検出される：

　－フレーム同期外れ状態

　－受信した５１２ビット中に３個未満の２進「０」を含む場合

ＣＲＣエラー情報

　ＣＲＣエラー情報は、２進「０」にセットされたＥビットを１回受信したとき検出される。ＣＲＣ手順

はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０４及びＧ．７０６に従う。

ＲＡＩ及び連続するＣＲＣエラー情報

　このイベントは、２進「１」にセットされたＡビットと２進「０」にセットされたＥビットが継続的に

受信され、少なくとも１０ｍｓで４５０ｍｓを超えない時間その持続性確認がされると認識される。

無信号

　「無信号」という語は、必ずしもゼロパルス振幅を持っていないが、「入力断」として受信側により判

断されている送信信号の部類を表すと理解されている。

電源オフ及び電源オン

　これらは、装置内部のイベントであり、さらに詳細な検出メカニズムの定義は行わない。

3.4.2　網側とユーザ側での状態遷移表における定義

　インタフェースの両側にあるユーザ側及び網側は、検出することができた個々の障害に関連するレイヤ

１の状態を、互いに通知し合わなければならない。

　そのため、２つの（１つはユーザ側、もう１つは網側）状態遷移表が定義される。ユーザ側での状態（Ｆ

状態）は、3.4.3 節で、網側での状態（Ｇ状態）は、3.4.4 節で定義される。それらの状態遷移表は、3.4.6

節で定義される。

　網側あるいは網側とユーザ側間で発生する障害状態のＦＣ１からＦＣ４は、図３－２／ＪＴ－Ｉ４３１

－ｂに定義される。これらの障害状態の情報は、ＦとＧ状態に直接影響を及ぼす。これらの障害状態の情

報は、表３－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂに定義される信号形式によりユーザ側と網側間で交換される。
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        ユーザ側                            網         側

                        

          ＴＥ                                                              ＥＴ

                    ユーザ・網インタフェース

図３－２／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　インタフェースに関する障害状態（ＦＣ）の位置

                (ITU-T I.431)

3.4.3　インタフェースのユーザ側におけるレイヤ１の状態

Ｆ０状態　　ユーザ側における電源オフ

　一般的にＴＥは、信号の送受信ができない。

Ｆ１状態　　運用状態

　 (1) 　網クロックとレイヤ１サービスが利用できる。

　 (2) 　ユーザ側は、ＣＲＣと一時的なＣＲＣエラー情報を伴う動作フレームを送信かつ受信する。

　 (3) 　ユーザ側は、受信したフレームとＣＲＣとを検査し、ＣＲＣエラーが検出された場合ＣＲＣエラ

ー情報を含んだ動作フレームを網側へ送信する。

Ｆ２状態　　障害状態１

　 (1) 　この障害状態は、ＦＣ１障害状態に相当する。

　 (2) 　網クロックは、ユーザ側において利用できる。

　 (3) 　ユーザ側は、ＣＲＣと一時的なＣＲＣエラー情報を伴う動作フレームを受信する。

　 (4)　受信フレームは、ＲＡＩを含んでいる。

　 (5) 　ユーザ側は、ＣＲＣを伴った動作フレームを送信する。

　 (6) 　ユーザ側は、受信したフレームとＣＲＣを検査し、ＣＲＣエラーが検出された場合ＣＲＣエラー

情報を含む動作フレームを網側へ送信する。

Ｆ３状態　　障害状態２

　 (1)　この障害状態は、ＦＣ２障害状態に相当する。

　 (2)　網クロックは、ユーザ側において利用できない。

　 (3)　ユーザ側は、受信信号の断を検出する。

　　（これは、フレーム同期外れを含んでいる。）

　 (4)　ユーザ側は、ＣＲＣとＲＡＩを伴う動作フレームを送信する。

Ｆ４状態　　障害状態３

　 (1)　この障害状態は、ＦＣ３障害状態に相当する。

　 (2)　網クロックは、ユーザ側において利用できない。

　 (3)　ユーザ側は、ＡＩＳを検出する。

ＦＣ２

ＦＣ４

ＮＴ      ＦＣ３

          ＦＣ１

Ｉａ             Ｉｂ
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　 (4)　ユーザ側は、ＣＲＣとＲＡＩを伴う動作フレームを網側へ送信する。

Ｆ５状態　　障害状態４

(1)  この障害状態は、ＦＣ４障害状態に相当する。

   (2) 　網クロックは、ユーザ側において利用できる。

　 (3) 　ユーザ側は、連続したＣＲＣエラー情報を伴う動作フレームを受信する。

　 (4) 　受信フレームは、ＲＡＩを含む。

　 (5) 　ユーザ側は、ＣＲＣを伴う動作フレームを送信する。

　 (6) 　ユーザ側は、受信したフレームとＣＲＣとを検査し、ＣＲＣエラーが検出されたならばＣＲＣエ

ラー情報を含む動作フレームを網側に対して送信しても良い。

Ｆ６状態　　ユーザ側における電源オン

　この状態は、過度的な状態であり、ユーザ側は、信号の受信を検出した後、状態を変化させても良い。

3.4.4　インタフェースの網側におけるレイヤ１の状態

Ｇ０状態　　ＮＴ１における電源オフ

　一般的に、ＮＴ１は、いかなる信号も送受信できない。

Ｇ１状態　　運用状態

　 (1) 　網クロックとレイヤ１サービスが利用できる。

　 (2) 　網側は、ＣＲＣと一時的なＣＲＣエラー情報を伴う動作フレームを送信及び受信する。

　 (3) 　網側は、受信フレームとＣＲＣとを検査し、ＣＲＣエラーが検出された場合ユーザ側へＣＲＣエ

ラー情報を送信する。

Ｇ２状態　　障害状態１

　 (1) 　この障害状態は、ＦＣ１障害状態に相当する。

　 (2) 　網クロックは、ユーザ側へ供給される。

　 (3) 　網側は、ＣＲＣを伴う動作フレームを受信する。

　 (4) 　網側は、ＣＲＣ、ＲＡＩを伴う動作フレームを送信する。この動作フレームはＣＲＣエラー情報

を含んでも良い。

Ｇ３状態　　障害状態２

　 (1)　この障害状態は、ＦＣ２障害状態に相当する。

　 (2)　網クロックは、ユーザ側へ供給されない。

　 (3)　網側は、ＣＲＣを伴う動作フレームをユーザ側へ送信する。

　 (4)　網側は、ＣＲＣとＲＡＩを伴う動作フレームを受信する。

Ｇ４状態　　障害状態３

　 (1)　この障害状態は、ＦＣ３障害状態に相当する。

　 (2)　網クロックは、ユーザ側へ供給されない。

　 (3)　網側は、ＡＩＳを送信する。

　 (4)　網側は、ＣＲＣとＲＡＩを伴う動作フレームを受信する。



ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ － 8 －

Ｇ５状態　　障害状態４

　 (1)　この障害状態は、ＦＣ４障害状態に相当する。

   (2)　網クロックは、ユーザ側へ供給される。

　 (3)　網側は、受信信号の断もしくは、フレーム同期外れを検出する。

　 (4)　網側は、ＣＲＣとＲＡＩ、連続したＣＲＣエラー情報を伴う動作フレームをユーザ側へ送信する。

Ｇ６状態　　網側における電源オン

　これは、過度的な状態であり、網側は、信号の受信を検出した後状態を変化させても良い。

3.4.5　プリミティブの定義

　次のプリミティブは、レイヤ１とレイヤ２間（ＰＨ）で、またはレイヤ１とマネジメントエンティティ

間（ＭＰＨ）で使用される。

　ＰＨ－ＡＩ ＝　ＰＨ－起動表示

　ＰＨ－ＤＩ ＝　ＰＨ－停止表示

  ＭＰＨ－ＡＩ ＝　ＭＰＨ－起動表示（障害復旧及び初期化の情報として使用される｡)

  ＭＰＨ－ＥＩｎ ＝　ＭＰＨ－エラー表示（パラメータｎ付）

        ｎ ＝　報告されたエラーに関する障害状況を定義するパラメータ

3.4.6　状態遷移表

　運用機能は、インタフェースのユーザ側におけるレイヤ１状態については、表３－２／ＪＴ－Ｉ４３１

－ｂにおいて、また網側については表３－３／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂにおいて定義される。

　二重障害時における厳密な動作は、二重障害状態の種類および障害の発生の順序に依存する。
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表３－２／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　インタフェースのユーザ側における一次群速度
                   (ITU-T I.431)          レイヤ１状態遷移表

初期状態 Ｆ０ Ｆ１ Ｆ２

（注２）

Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５

（注２）

Ｆ６

状

態

の

動作状態または障害状態 電源オフ

（ユーザ側）

動作中 ＦＣ１ ＦＣ２ ＦＣ３ ＦＣ４ 電源オン

（ユーザ側）

定

義 ｲﾝﾀﾌｪｰｽ への信号送信 無信号 正常動作

フレーム

正常動作

フレーム

ＲＡＩを有する

フレーム

ＲＡＩを有する

フレーム

正常動作

フレーム

無信号

ＴＥの電源オフ ／

ＰＨ－ＤＩ

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｆ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｆ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｆ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｆ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｆ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｆ０

ＴＥの電源オン Ｆ６ ／ ／ ／ ／ ／ ／

網側からの正常動作ﾌﾚｰﾑ ／ －

ＰＨ－ＡＩ

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｆ１

ＰＨ－ＡＩ

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｆ１

ＰＨ－ＡＩ

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｆ１

ＰＨ－ＡＩ

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｆ１

／

ＲＡＩ受信（注１） ／

ＰＨ－ＤＩ

ＭＰＨ－ＥＩ１ － ＭＰＨ－ＥＩ１ ＭＰＨ－ＥＩ１ ＭＰＨ－ＥＩ１ ＭＰＨ－ＥＩ１

Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２

／

ＰＨ－ＤＩ

ＭＰＨ－ＥＩ２ ＭＰＨ－ＥＩ２ － ＭＰＨ－ＥＩ２ ＭＰＨ－ＥＩ２  ＭＰＨ－ＥＩ２
フレーム同期外れ

      または入力断
Ｆ３ Ｆ３ Ｆ３ Ｆ３ Ｆ３

ＡＩＳの受信 ／

ＰＨ－ＤＩ

ＭＰＨ－ＥＩ３ ＭＰＨ－ＥＩ３ ＭＰＨ－ＥＩ３ － ＭＰＨ－ＥＩ３ ＭＰＨ－ＥＩ３

Ｆ４ Ｆ４ Ｆ４ Ｆ４ Ｆ４

ＲＡＩ及び連続した

ＣＲＣエラー情報の受信 ／

ＰＨ－ＤＩ

ＭＰＨ－ＥＩ４ ＭＰＨ－ＥＩ４ ＭＰＨ－ＥＩ４ ＭＰＨ－ＥＩ４ － ＭＰＨ－ＥＩ４

（注１） Ｆ５ Ｆ５ Ｆ５ Ｆ５ Ｆ５

説明：単一障害状態

－     状態変化なし

／     存在しない状態

  ＰＨ－ｘ
  ＭＰＨ－ｙ
  Ｆｚ

    プリミティブｘを発出する。
    マネジメントプリミティブｙを発出する。
    状態Ｆｚに移る。

　「ＰＨ－ＡＩ」＝プリミティブＰＨ－起動表示

　「ＰＨ－ＤＩ」＝プリミティブＰＨ－停止表示

　「ＭＰＨ－ＥＩ０～４」＝プリミティブＭＰＨ－エラー表示０～４

　「ＭＰＨ－ＡＩ」＝プリミティブＭＰＨ－起動表示

　注１　網側では、ユーザ側装置においてＲＡＩを利用して次のいずれかの位置に障害があるかを特定化

するためのＣＲＣエラー情報を提供している。

　　（ⅰ）　網側（ＦＣ１） ：連続的なＣＲＣエラー情報を伴わないフレームを受信した場合

　　（ⅱ）　ユーザ側（ＦＣ４） ：連続的なＣＲＣエラー情報を伴うフレームを受信した場合

　注２ ＲＡＩに含まれるＣＲＣエラー情報を処理しないユーザオプションはたとえ提供されても状態Ｆ

２とＦ５を識別しない。

新  

た  

な  

受  

信  

イ  

ベ
　
ン  

ト
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表３－３／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　インタフェースの網側における一次群速度
                       (ITU-T I.431)          レイヤ１状態遷移表

初期状態 Ｇ０ Ｇ１ Ｇ２ Ｇ３ Ｇ４ Ｇ５ Ｇ６

状

態

の

動作状態または障害状態 電源オフ

（ＮＴ）

動作中 ＦＣ１ ＦＣ２ ＦＣ３ ＦＣ４ 電源オン

（ＮＴ）

定

義
インタフェース

    への信号送信
無信号 正常動作

フレーム

ＲＡＩ 正常動作

フレーム

ＡＩＳ ＲＡＩ

（注１）

無信号

ＮＴの電源オフ ／

ＰＨ－ＤＩ

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｇ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｇ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｇ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｇ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｇ０

ＭＰＨ－ＥＩ０

Ｇ０

ＮＴの電源オン Ｇ６ ／ ／ ／ ／ ／ ／

正常動作フレーム

受信、網内障害なし
／ －

ＰＨ－ＡＩ

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｇ１

ＰＨ－ＡＩ

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｇ１

ＰＨ－ＡＩ

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｇ１

ＰＨ－ＡＩ

ＭＰＨ－ＡＩ

Ｇ１

／

網内障害（ＦＣ１） ／

ＰＨ－ＤＩ

ＭＰＨ－ＥＩ１ －

ＭＰＨ－ＥＩ１*

Ｇ２

ＭＰＨ－ＥＩ１*

－

ＭＰＨ－ＥＩ１*

－

*
ＭＰＨ－ＥＩ１

Ｇ２ Ｇ２ Ｇ２ Ｇ２

ＲＡＩの受信（ＦＣ２） ／

ＰＨ－ＤＩ

ＭＰＨ－ＥＩ２

ＭＰＨ－ＥＩ２*

－ －

ＭＰＨ－ＥＩ２*

－

ＭＰＨ－ＥＩ２*

－ ＭＰＨ－ＥＩ２

Ｇ３ Ｇ３ Ｇ３ Ｇ３ Ｇ３

網内障害（ＦＣ３） ／

ＰＨ－ＤＩ

ＭＰＨ－ＥＩ３

ＭＰＨ－ＥＩ3*

Ｇ４

ＭＰＨ－ＥＩ３*

Ｇ４ －

ＭＰＨ－ＥＩ３*

Ｇ４ ＭＰＨ－ＥＩ３

Ｇ４ Ｇ４

／

ＰＨ－ＤＩ

ＭＰＨ－ＥＩ４

ＭＰＨ－ＥＩ４*

Ｇ５

ＭＰＨ－ＥＩ４*

Ｇ５

ＭＰＨ－ＥＩ４*

－ －

*
ＭＰＨ－ＥＩ４動作フレームの消失

（ＦＣ４）
Ｇ５ Ｇ５ Ｇ５

　説明：単一障害状態

－     状態変化なし

／     存在しない状態

  ＰＨ－ｘ
  ＭＰＨ－ｙ

Ｇｚ

    プリミティブｘを発出する。
    マネジメントプリミティブｙを発出する。
    状態Ｇｚに移る。

　二重障害状態

ＭＰＨ－ｙ
＊

Ｇｚ

    第２の障害が支配的で、第２の障害が発生した時行うべき動作

ＭＰＨ－ｙ
＊

－

第１の障害が支配的で、第２の障害が発生した時状態は変化しないが、可能

であるならばマネージメントエンティティに対しエラー表示を与える

Ｇｚ     第１の（支配的な）障害が消滅する時行うべき動作

「ＰＨ－ＡＩ」＝プリミティブＰＨ－起動表示

「ＰＨ－ＤＩ」＝プリミティブＰＨ－停止表示

「ＭＰＨ－ＥＩ０～４」＝プリミティブＭＰＨ－エラー表示

「ＭＰＨ－ＡＩ」＝プリミティブＭＰＨ－起動表示

「＊」　このプリミティブの発出は、ディジタル伝送システムの能力及び網が使用するオプションに依存

する。

　注１　ＲＡＩ信号はユーザが障害状態ＦＣ１及びＦＣ４を特定化するために使用するＴＥ～ＮＴ間のＣ

ＲＣエラー情報を含まなければならない。

新  

た  

な  

受  

信  

イ  

ベ
　
ン  

ト

第２の障害が支配的で、状態がすでにＧｚに変化したため、インタフェース

において第１の障害の消滅は明らかではない
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４．電気的特性

　本インタフェースは、基本的な電気的特性を規定したＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０３　６章に準拠する。

５．フレーム構成

5.1　１タイムスロット当たりのビット数

　各タイムスロットは１から８まで番号付けられた連続する８ビットから構成される。

5.2　１フレーム当たりのタイムスロット数

　各フレームは２５６ビット長で０から３１まで番号付けられた連続３２個のタイムスロットから構成さ

れる。また、フレームの繰り返し速度は８０００フレーム／秒である。

5.3　タイムスロット０におけるビット割当

　タイムスロット０のビット割当は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０４　2.3.2 節に従う。Ｅビットは、ＣＲＣエ

ラー情報用として割り当てられる。

　第４および８番目のＳａビットは、将来の国際標準用予備ビットである。また、当分の間、ＴＥにおい

ては無視される。第５および６、７番目のＳａビットは、国内用予備ビットである。これらのビットを利

用しないＴＥはいかなる受信パターンも無視する。

5.4　タイムスロット割当

5.4.1　フレーム同期信号

　タイムスロット０は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０４に従ったフレーム同期を行う。

5.4.2　Ｄチャネル

　Ｄチャネルが存在する場合、タイムスロット１６に割り当てられる。

5.4.3　ＢチャネルとＨチャネル

　一つのチャネルは整数個のタイムスロットを占有し、すべてのフレームの同じタイムスロット位置を占

有する。

　Ｂチャネルは、フレーム中の任意のタイムスロットに割り当てられる。Ｈ０チャネルは、フレーム中の

番号順（連続である必要はない）に、任意の６タイムスロットに割り当てられる。（注１）

  タイムスロットの割当は呼毎設定時に変化してよい。（注２）呼におけるこれらのタイムスロットの割

当のメカニズムは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１で規定される。

　Ｈ１２チャネルは、フレーム中の番号の１～１５および１７～３１に割り当てられる。Ｈ１１チャネル

のタイムスロット割当の一例を付録Ⅱに示す。

　注１　いかなる場合においても、Ｄチャネル利用のためにタイムスロット１６は空けられるべきである。

　注２　当分の間、チャネルを形成するため固定のタイムスロット割当を使用しうる。Ｈ０チャネルのみ

がインタフェース上に存在している場合の固定タイムスロット割当の一例を付録Ⅰに示す。

5.4.4　ＢＳＩ

　タイムスロット１から３１はＢＳＩ（ビット・シーケンス・インデペンデンス）伝送を提供する。
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６．タイミングの考慮

　ＮＴはそのタイミングを網のクロックから得る。ＴＥは、そのタイミング（ビット、オクテット、フレ

ーム同期）をＮＴからの受信信号に同期させ、それに従って送信信号を同期させる。

　網に同期していない状態（例えば、網からのタイミングにより動作していない場合）では、自走クロッ

クの周波数偏差は±５０ppm を越えてはならない。

　ＴＥは±５０ｐｐｍの周波数範囲の入力信号を検出し、認識しなければならない。

複数のインタフェースを提供するいかなるＴＥも多元接続ＴＥと宣言され、１つあるいは複数の接続（あ

るいはすべての接続リンク）から、内部クロック発生器のための同期クロック周波数を獲得し、それぞれ

のインタフェースに送出される信号をそれに応じて同期させる能力が要求される。

７．ジッタ

7.1　一般的考察

　ジッタの規定は、加入者の単元接続及び多元接続の構成について考慮する。

　単元接続の場合、高いＱまたは低いＱのタイミング抽出回路を有する伝送システムに接続してもよい。

　多元接続の場合、すべての伝送システムは同一種類（低いＱまたは高いＱのタイミング抽出回路のいず

れか）でもよく、または異なる種類（高いＱ及び低いＱのタイミング抽出回路の混在）のものでも良い。

　単元、多元接続の例を図７－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂに示す。

　ジッタ測定のための基準信号は網クロックから得る。１ＵＩの公称値は４８８ｎｓである。

      Ｑが高いあるいは、低い                 すべてのＱが高い、すべて低い、あるいは

          伝送システム                       混在の伝送システム

図７－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　単元及び多元接続の例

　　                          (ITU-T I.431)

ＮＴ１ ＮＴ１ ＮＴ１

×Ｔ ×Ｔ×Ｔ

Ｔ  Ｅ Ｔ  Ｅ
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7.2　ＴＥにおける許容入力ジッタおよびワンダ

　ＴＥの入力は符号誤りやフレーム同期外れを発生することなく、図７－２／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂに示す

入力ジッタおよびワンダを許容することが必要である。

　多元接続を行うＴＥは最大４１ＵＩのＴＥ入力間の位相偏差最悪値を考慮しなければならない。

  

  

                     f０               f１                          f２              f３                       f４

ジッタ周波数（対数スケール）

Ａ０ Ａ１ Ａ２ f０ f１ f２ f３ f４

（注 1)

20.5ＵＩ

（注 2)

1.0ＵＩ 0.2ＵＩ

1.2 ×10－６

　　　 Hz 20Hz 3.6kHz 18kHz 100kHz

　注１　ジッタ及びワンダとは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８１１で定義され、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８２３の 2.2

節で規定されるＭＴＩＥ（Maximum Time Interval Error)である。実際には、このジッタ及びワンダ

は十分安定したクロック信号に重畳される（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｏ．１７１参照）。最悪の場合、他

のＴＥ入力に対する１つのＴＥ入力の位相偏差は、多元接続構成において、最大、上述した表中

の値Ａ０　の２倍に達し得る。

　注２　多目的接続用ＴＥ（たとえば、長距離専用回線によりＰＡＢＸと接続されるとき）の場合、1.5Ｕ

Ｉのジッタ許容（2.4kHzの f２において) が要求されても良い。

図７－２／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　ＴＥにおける許容入力ジッタおよびワンダ

                       (ITU-T I.431)

7.3　ＴＥおよびＮＴ２出力ジッタ

　２つの場合が考慮される必要がある。

7.3.1　１つのユーザ・網インタフェースのみで接続されるＴＥおよびＮＴ２

　表７－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂに定義されるような遮断周波数による１次(20dB/decadeの傾斜）のハイパ

ス特性を持つバンドパスフィルタを用いて測定した場合、ピーク・ピークの出力ジッタはその制限値を満

足しなければならない。測定中は、入力での信号は、許容入力ジッタ及び許容周波数偏差を伴って供給さ

れ、この場合のジッタ伝送特性は図７－３／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂに従うものとする。試験は、ＡＩＳと同

様、正常動作フレームにおいても行われなければならない。

 Ａ０

   

 Ａ１

 Ａ２

０

20 dB/decade

ピ
ー
ク
・
ピ
ー
ク
ジ
ッ
タ

及
び
ワ
ン
ダ
（
対
数
ス
ケ
ー
ル
）
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表７－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　１つのユーザ・網インタフェースをもつ装置の

                                         　出力ジッタ制限値

測定フィルタバンド幅 出力ジッタ

下限遮断周波数 上限遮断周波数 ＵＩ（ピーク・ピーク）

      ２０Ｈｚ

    ７００Ｈｚ

    １００ｋＨｚ

    １００ｋＨｚ

      ≦１．１ＵＩ

      ≦０．１１ＵＩ

  

  

                    ｆａ                                     　　 ｆｂ           ｆｃ                    ｆｄ

ジッタ周波数（対数スケール）

ｙ ｘ ｆａ ｆｂ ｆｃ ｆｄ

－19.5ｄＢ 0.5ｄＢ １０Ｈｚ ４０Ｈｚ ４００Ｈｚ １００ｋＨｚ

図７－３／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　ジッタ伝送特性

                                (ITU-T I.431)

7.3.2　同一網に対して、複数のユーザ・網インタフェースで接続されるＴＥ

　表７－２／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂに定義されるような遮断周波数による１次(20dB/decadeの傾斜）のハイパ

ス特性を持つバンドパスフィルタを用いて測定した場合、ピーク・ピークの出力ジッタはその制限値を満

足しなければならない。測定中は、入力での信号は、許容入力ジッタ及び許容周波数偏差を伴って供給さ

れる。試験は、正常動作フレームにおいて行われなければならない。

ｄＢ

   ｘ

   ０

   

   ｙ

20 dB/decade

ジ
ッ
タ
利
得

 ｄ
Ｂ
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           表７－２／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　複数のユーザ・網インタフェースをもつ装置の

                                         出力ジッタ制限値

測定フィルタバンド幅 出力ジッタ

下限遮断周波数 上限遮断周波数 ＵＩ（ピーク・ピーク）

        ４Ｈｚ

      ４０Ｈｚ

    １００ｋＨｚ

    １００ｋＨｚ

      ≦１．１ＵＩ

      ≦０．１１ＵＩ

　複数のインタフェースをもつ装置でクロック選択機能（動作状態では、ただ１つの入力がある時点にお

いて装置を同期させるために用いられる）をもつものは、別のインタフェースに切り替わった時にもまた

7.3.1 節の要求条件を満足するならば、ただ１つのインタフェースをもつ装置と考えられてもよい（クロッ

クを供給する入力における信号は、他のすべての入力が公称周波数の正常動作フレームを受信している間、

公称周波数の正常動作フレームから公称周波数の±５０ｐｐｍのＡＩＳへと変化する。）。入力に供給さ

れる信号は許容ジッタを伴うべきであり、また、0.5ＵＩまでのビット位相偏差をもつかもしれない。
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８．許容縦方向電圧

　入力ポートでの最小許容電圧：

　　受信器は縦方向電圧ＶＬが存在する状態において有効な入力信号ではエラーなく動作する必要がある。

            ＶＬ＝２Ｖｒｍｓ（１０Ｈｚ～３０ＭＨｚ）

　試験構成は図８－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂに示す。

       被試験器                          Ｔ平衡回路

  

  

                                                        

  

  

  

  

  

　注　Ｔ平衡回路の固有の縦方向変換ロスは試験インタフェース（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｏ．１２１参照）で要

求される値より２０ｄＢ以上必要である。

図８－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　縦電圧許容試験

                                 (ITU-T I.431)

受信器

       
       

送信器

 送信器

 受信器

L1

Ｒ

L2

・            ・            ・

・            ・            ・

・           

・          

・

・            

・

 L1=2×38 mH

 L2=2×38 mH

 R =2×200 Ohm

25Ω

50 Ω

50 Ω ～    10Hz…30MHz2Vrms

VL
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９．出力信号の平衡度

　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｏ．９　2.7 節に従って測定される出力信号の平衡度は次の要求を満たす必要がある。

（a)　ｆ＝１ＭＨｚ：平衡≧４０ｄＢ

（b)　１ＭＨｚ＜ｆ≦３０ＭＨｚ：２０ｄＢ／ｄｅｃａｄｅの傾きで４０ｄＢから減少する最小値

10. アースに対するインピーダンス

　受信器入力および送信器出力のアースに対するインピーダンスは次の条件を満たす必要がある。

１０Ｈｚ＜ｆ≦１ＭＨｚ：インピーダンス＞１０００Ω

　図１０－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂに従う試験において、電圧 Vtest≦２０mVrms が結果として得られれば、

この要求は満たされる。

  

  

  

  

    

  

図１０－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　アースに対するインピーダンス試験

                        (ITU-T I.431)

11. インタフェース手順

11.1　空きチャネル及び空きタイムスロットの符号

　チャネルとして割り当てられない各タイムスロット（すなわち、呼毎に割り当てられるチャネルで割当

待ちのタイムスロット、インタフェース上で未使用のタイムスロット等）においては、１オクテット中に

少なくとも３個の２進「１」が双方向に送信されなければならない。

11.2　フレーム間（レイヤ２）のタイムフィル

　Ｄチャネルにおいて、レイヤ２に送信すべきフレームを持たない場合は、連続するＨＤＬＣフラグが送

信される。

11.3　フレーム同期とＣＲＣ－４手順

　フレーム同期とＣＲＣ－４手順はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０６　４節に従う。

12. インタフェースにおける保守

　一次群速度の加入者アクセスにおける保守活動のための網参照構成は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０４の中

VL

≦20mVrms10Ω

VＴest

Z
120Ω

L≧4mH

 受信器
          

（送信器）

10Hz…1MHz    ～                  2Vrms
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で与えられる。

　そこで述べられている関連する保守手順には、自動障害検出、自動障害確認および情報のためのレイヤ

１の絶えまない監視手順が必要とされている。

12.1  ＣＲＣ手順の使用

12.1.1　序　論

　ユーザ・網インタフェースでＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０４とＧ．７０６に従うＣＲＣ手順は、真の同期パ

ターンであることを保証するためにおよびブロックエラーを検出するために適用される。ＣＲＣエラー情

報は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０４の表４ｂの中で定義されるようにＥビットを使用する。符号化は、誤り

のあるブロックに対してはＥは２進「０」にセットされ、誤りのないブロックにはＥは２進「１」にセッ

トされる。

　ユーザ・網インタフェースでＣＲＣ手順を使用するということは、以下のことを意味する。

（ⅰ）　ユーザ側は、インタフェース方向に関連するＣＲＣビットを有する２０４８kbit/s フレームを生成

すること

（ⅱ）  網側は、インタフェース方向に関連するＣＲＣビットを有する２０４８kbit/s フレームを生成する

こと

（ⅲ）  ユーザ側は、受信フレームに関連したＣＲＣビットを監視すること (ＣＲＣ符号の演算および受

信したＣＲＣ符号との比較)

        注）ＣＲＣエラー情報処理（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８２１のパラメータつまりビットエラーのスレ

ッショルド換算）はオプションである。

（ⅳ)   ユーザ側は、受信ＣＲＣブロックのエラーを検出すること

（ⅴ)   ユーザ側は、ＣＲＣ手順に従ってＣＲＣエラー情報を生成すること

（ⅵ)   網側は、受信フレームに関連するＣＲＣビットを監視すること

（ⅶ)   網側は、受信ＣＲＣブロックのエラーを検出すること

（ⅷ)   網側は、ＣＲＣ手順に従ってＣＲＣエラー情報を生成すること

（ⅸ)   網側は、ＣＲＣエラー情報を検出し、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．６０４に従ってすべての受信情報を処

理すること
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12.1.2　ユーザから見た加入者アクセスにおけるＣＲＣ機能の位置

　図１２－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂは、加入者アクセスにおけるＣＲＣ機能処理の位置を示す。

　注　リモートＣＲＣエラー情報の処理により、ユーザは障害位置の判定を行うことが可能となる。

図１２－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　加入者アクセスにおけるＣＲＣ処理機能の位置

                (ITU-T I.431)

12.2  保守機能

12.2.1　一般的要求

　インタフェースのユーザ側および網側に設置される装置は、以下のことを行う。

　－異常の検出

　－障害の検出

　－検出された異常および障害を伝えるための動作

　　（障害表示信号ＡＩＳ，ＲＡＩ）

　－受信した障害表示信号の検出

12.2.2　ユーザ側での保守機能

12.2.2.1　異常および障害の検出

　ユーザ側は、以下の障害および異常を検出する。

　－ユーザ側の電源オフ

　－インタフェースでの入力信号の断（注）

　－フレーム同期外れ（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０６参照）

　－ＣＲＣエラー

　注　この障害の検出は、フレーム同期外れが、まだ発生していない時のみ要求される。

       ユーザ側
説明：
Ｇ＝ＣＲＣ生成
Ｍ＝ＣＲＣ監視
       ＝必須

ＥＴＶ３

網側

ディジタル伝送リンクＴＴＥ

注
Ｒ

Ｍ

Ｌ

Ｇ

Ｍ

ＧＭ

Ｇ
Ｒ

Ｌ

Ｒ

Ｌ
Ｍ

Ｇ

Ｒ

Ｌ

Ｌ＝ローカルＣＲＣエラー情報
Ｒ＝リモートＣＲＣエラー情報
         ＝オプション
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12.2.2.2  障害表示信号の検出

  インタフェースで受信された以下の障害表示は、ユーザ側により検出される。

　－ＲＡＩ (注)

　－ＡＩＳ

　注　ＲＡＩ信号は、レイヤ１能力の消失を示すために使用される。ＲＡＩ信号は、以下のものを示すた

めに使用してもよい。

－入力断またはフレーム同期外れ

－過度なＣＲＣエラー（オプション）

－網内で適用されたループバック

過度なＣＲＣエラーの条件は、この標準の範囲外である。

12.2.2.3　検出後の動作

　表１２－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂは、ユーザ側（ＴＥ機能）が障害あるいは障害表示信号を検出した後

にとらなければならない動作を示す。

　障害状態が消滅したり、障害表示信号がもはや受信されなくなった場合、障害表示ＡＩＳ及びＲＡＩは

できるだけ早く消滅しなければならない。

　伝送路の短断あるいはレイヤ１による正常動作フレームの検出により、それぞれ、装置がサービス状態

から離れない、あるいはサービス状態になるということを保証するために次の点が要求される。

（ⅰ）正常動作フレーム以外の信号を継続的に受信した場合、ＰＨ－ＤＩが発出される前に、１００から

１０００ｍｓのタイマーＴ１により確認されなければならない。

（ⅱ）正常動作フレームを継続的に受信した場合、ＰＨ－ＡＩが発出される前に、１０から２００ｍｓの

タイマーＴ２により確認されなければならない。

（ⅲ）Ｔ２がスタートした時、Ｔ１は一時停止されなければならない。Ｔ２がリセットされた時、Ｔ１は

再開しなければならない。

（ⅳ）Ｔ２が完了した時、Ｔ１はリセットされなければならない。

（ⅴ）正常動作フレーム以外の信号を受信した時、Ｔ２はリセットされなければならない。
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表１２－１／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　ユーザ側で検出される障害状態及び障害表示

                                           　信号ならびに検出後の動作

ユーザ側で検出される障 検出後の動作

害状態及び障害表示信号 インタフェースでの障害表示

ＲＡＩの生成 ＣＲＣエラー情報の生成

ユーザ側の電源オフ 適用外           適用外

入力断 有り 有り（注１）

フレーム同期外れ 有り 無し（注２）

ＲＡＩの受信 無し 無し（注４）

ＡＩＳの受信 有り 無し（注３）

ＣＲＣエラーの検出 無し           有り

　注１　フレーム同期外れがまだ起きていない時にのみ適用される。

　注２　フレーム同期外れは、ＣＲＣ手順に関連する処理を禁止する。

　注３　ＡＩＳ信号はフレーム同期外れ後にのみ検出される。

従って、ＣＲＣ手順に関連する処理は禁止される。

　注４ もしＲＡＩ信号を含むフレーム内にＣＲＣエラーが検出されると、ＣＲＣエラー情報が生成され

るべきである。

12.2.3　網側での保守機能

12.2.3.1  障害検出

  以下のすべての障害状態は、インタフェースの網側 (ＮＴ１，ＬＴ，ＥＴ機能）により検出される（注

２参照）。

　－網側での電源オフ

　－入力信号の断

　－フレーム同期外れ（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０６参照）

　－ＣＲＣエラー

　注１　網を構成する装置は、入力信号の断を検出し、かつインタフェースの下り方向に障害表示信号Ａ

ＩＳを生成しなければならない。

　注２　網内の装置は、上記障害または障害状態の一部だけを検出するものであってもよい。

12.2.3.2  障害表示信号の検出

  インタフェースで受信される以下の障害表示は、網側により検出される。

  －ＲＡＩ

  －ＣＲＣエラー情報

12.2.3.3  検出後の動作

  表１２－２／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂは、網側（ＮＴ１、ＥＴ機能）が障害または障害表示を検出した時に

とらなければならない動作を示す。

　障害状態が消滅したり、障害表示信号がもはや受信されなくなった場合、障害表示ＡＩＳ及びＲＡＩは

できるだけ早く消滅しなければならない。
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　伝送路の短断あるいはレイヤ１による正常動作フレームの検出により、それぞれ、装置がサービス状態

から離れない、あるいはサービス状態になるということを保証するために次の点が要求される。

（ⅰ）正常動作フレーム以外の信号を継続的に受信した場合、ＰＨ－ＤＩが発出される前に、１００から

１０００ｍｓのタイマーＴ１により確認されなければならない。

（ⅱ）正常動作フレームを継続的に受信した場合、ＰＨ－ＡＩが発出される前に、１０から２００ｍｓの

タイマーＴ２により確認されなければならない。

（ⅲ）Ｔ２がスタートした時、Ｔ１は一時停止されなければならない。Ｔ２がリセットされた時、Ｔ１は

再開しなければならない。

（ⅳ）Ｔ２が完了した時、Ｔ１はリセットされなければならない。

（ⅴ）正常動作フレーム以外の信号を受信した時、Ｔ２はリセットされなければならない。
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表１２－２／ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ　網側で検出される障害状態及び障害表示信号ならびに検出後の動作

検  出  後  の  動  作

イ  ン  タ  フェ  ー  ス  で  の  障  害  表  示

ＲＡＩの生成 ＡＩＳの生成 CRC ｴﾗｰ 情報の生成

網側の電源オフ 適用外 可能ならば有り 適用外

入力断 有り 無し 有り（注１）

フレーム同期外れ 有り 無し 有り

網からユーザ方向内での

障害の検出

無し 有り 無し

ＲＡＩの受信 無し 無し 無し（注２）

ユーザからＥＴまでの網

方向内での障害の検出

有り 無し 無し

ＣＲＣエラーの検出 無し 無し 有り

ＣＲＣエラー情報の受信 無し 無し 無し

過度なＣＲＣエラー率 有り (ｵプｼｮﾝ) 無し 適用外

　注１　フレーム同期外れがまだ起きていない時にのみ適用される。

　注２　もしＲＡＩ信号を含むフレーム内にＣＲＣエラーが検出されるとＣＲＣエラー通知が生成される。

13. コネクタ

　インタフェースコネクタとピン配線は、国際規格ＩＳ１０１７３による。しかしながら、ＮＴとＴＥの

恒久的な配線接続も許される。

14. インタフェースの配線

　インタフェースの配線には平衡ケーブルを用いる。インタフェースケーブルの特性インピーダンスの大

きさは、周波数範囲の２００ｋＨｚから１ＭＨｚに対して１２０Ω±２０％、１MHz において１２０Ω±

１０％とする。

　異なった特性インタフェースをもつインタフェースケーブル（たとえば既設配線）を使用してもよい。

しかしこの場合には、インタフェースの適用に対して制限を受けるかもしれない（すなわちインタフェー

スの配線長が制限される）。

15. 給　電

　一次群速度インタフェースではＮＴからＴＥへの給電、及びＴＥからＮＴへの給電は行わない。

16. 電気的外環境条件

　継続検討中

網側で検出される障害

状態及び障害表示信号
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付録Ⅰ：Ｈ０チャネルのみを持つインタフェース上のタイムスロット割当

       （ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１－ｂに対する）

　下記は、インタフェース上にＨ０チャネルのみしか存在しない場合のタイムスロットの固定割当の例を

示す。

　 (l)　例１

Ｈ０チャネル ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

使用される

タイムスロット

１－２－３

17－18－19

４－５－６

20－21－22

７－８－９

23－24－25

10－11－12

26－27－28

13－14－15

29－30－31

　 (2)　例２

Ｈ０チャネル ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

使用される

タイムスロット

１－２－３

４－５－６

７－８－９

10－11－12

13－14－15

17－18－19

20－21－22

23－24－25

26－27－28

29－30－31

　　注　例２におけるタイムスロット割当は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０４に記述されるｎ×６４kbit/s イン

タフェース（ｎ＝６）の固定タイムスロット位置の一例である。



－ 25 － ＪＴ－Ｉ４３１－ｂ

付録Ⅱ：Ｈ１１チャネルを持つインタフェース上のタイムスロット割当

        （ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１－ｂに対する）

　下記は、インタフェース上にＨ１１チャネルが存在する場合のタイムスロットの固定割当の例を示す。

Ｈ１１チャネル １－15 16－24

使用されるタイムスロット １－15 17－25

　　注　Ｄチャネルが存在する場合、タイムスロット１６はＤチャネルに割り当てられるべきである。タ

イムスロット２６から３１までは、Ｈ０チャネルまたは６個のＢチャネルとして使用してもよい。
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